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株式会社メルコホールディングス
取締役会長 牧　　誠

中期経営ビジョン
「ゲートウェイ2.0」のもと
サービス強化を中心とした事業展開で
さらなる発展と永続的な成長を

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な
雇用・所得情勢を受け緩やかな回復基調が見られたものの、
近隣国との政治的緊張の高まりなどから景気の先行きにつ
いては不確実性の高い状態が続きました。また欧米経済は、
政治・経済の不透明感を抱えつつも、堅調な景気回復が持続
しました。
当社グループに関係するデジタル家電業界は、スマート

フォン市場において格安モデルの増加を背景に堅調に推移
しました。また、タブレット市場も個人向けを中心に伸長しま
した。その一方で、薄型テレビ市場及びパソコン市場は需要
が伸び悩み低迷しました。

こうした状況下で当社グループは、売上伸長に頼らずとも
利益を生み出せる経営を推し進めました。国内個人向け市
場においては収益力強化を図り、法人市場では引き続き文
教及び観光関係に強いパートナー様との関係強化に努めま
した。さらに、賃貸集合住宅向けWi-Fi※インターネットサー
ビス「アパートWi-Fi」の導入数拡大やハードディスクなどか
らデータを復旧する「バッファロー正規データ復旧サービ
ス」の受注数拡大に努めました。
その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高
353億48百万円（前年同期比1.3％減）、営業利益26億18
百万円（同1.9％増）、経常利益32億34百万円（同2.2％減）、
親会社株主に帰属する四半期純利益26億23百万円（同
7.5％増）となりました。

 

当社は、経営理念であるメルコバリュー（「千年企業」、
「顧客志向」、「変化即動」、「一致団結」）に基づ き、永続的
な成長を実現し、理念を共有する全てのステークホルダー
のために事業活動を推進していくことを目的に、新たな資
本政策を策定し、長期的な株主価値の向上に取り組んでお
ります。成長に向けた投資と安定した株主還元を両立し、
「総還元性向８０％」と「一株あたり純利益の長期的成長」を
目指していきます。
メルコグループは、引き続き中期ビジョン「ゲートウェイ
2.0」の下、さらなる発展と永続的な成長を続けてまいります。

千年企業
私たちは、先人の教えを真摯に学び活用し、常に未来を見据え、メル
コバリューを共有する全ての人たちとともに、メルコグループの永
続的な成長を目指します。

顧客志向
私たちは、常にお客様の視点に立ち、より良い社会生活の実現に
資する商品・サービスを提供し続け、私たちの智恵と努力が社会の
発展に寄与することを喜びとします。

変化即動
私たちは、世の中の変化に目をそむけず、誤りに気付いた時は引き
返す勇気を持ち、常に自己研鑽に励み、自己変革を目指して行動します。

一致団結
私たちは、フェアーアンドオープンの精神で、高い志と情熱を共有
する人たちと共に、いかなる困難をも乗り越え、一丸となって目標を
達成します。

メルコバリュー

経営方針  Policy

スマートフォン市場は伸長するも
パソコン市場は厳しい状況を継続

売上は前年並を保持するも
収益力の強化を図り増益を実現

全てのステークホルダーのために
さらなる発展と永続的な成長を

※Wi-Fiは、Wi-Fi Allianceの登録商標です。
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■ サプライ・アクセサリー製品
マウス、キーボードなどの入力機器を
はじめ、タブレット用アクセサリーを
ラインナップ。iPhone※1やAndroidを
自動判別する機能を搭載したUSB充電器
など、使い勝手の良い製品の開発に注力
しています。

■ サービス関連
個人・法人・アパートオーナーなどを対象にさまざまなサービスを展開。訪問設
定から保守サービスまで、利用者に合わせたサポートを拡充。賃貸集合住宅向け
インターネットサービス“アパートWi-Fi”は事前調査から保守までトータルでサ
ポートします。さらに建築現場などの短期利用向けのNAS・監視カメラレンタル
サービス「BITSレンタル」を行うなど、自社のサービス拡大に努めています。
また、ストレージ製品のデータ復旧事業に参入。HDDのトラブルによって見られ
なくなったデータを復旧するサービスを、安心の料金設定で提供します。スト
レージ製品を開発・製造・販売するバッファロー自らがサービスを行うことによ
り、販売後のデータ復旧・消去・廃棄までワンストップで対応するソリューショ
ンを提供します。

メモリー
モジュール

■ メモリー製品
ノック式コネクターを採用し、パソコンから抜き取る際に自
動的にコネクターが収納される機能を搭載したUSBメモリー
などの付加価値の高い製品のほか、産業用組込み用途では信
頼性の高いDDR4対応製品など法人向け製品の開発を強化して
います。

■ その他
パソコン自作ユーザーに人気のPCパーツブランド｢玄人志向｣、
写真をデジタルで楽しむデジタルフォト・アルバム｢おもいで
ばこ｣、ハイレゾ音源を保存する専用のデジタルミュージック
ライブラリーなど、PCテクノロジーを応用したさまざまな製
品群を提供しています。

より快適に、いっそう使いやすく、
お客様の生活やビジネスをサポートしていきます。

法人向け
アクセスポイント

Wi-Fi
ルーター

プレミアムフィットマウス USB充電器外付けハードディスク 法人向けNAS

周辺機器

金　融

■ ネットワーク製品
パソコンやスマートフォンなどでのデー
タ共有や、インターネット接続を可能に
する製品。Wi-Fi環境が学校教室、観光
地などで一般化する中、通信の安定性を
実現し快適なWi-Fi環境を提供する製品
の開発を強化しています。

■ ストレージ製品
データを保存する記憶装置。テレビ録画
用途に適したデザイン、高信頼のハード
ディスクを搭載した外付けハードディス
クや遠隔地からネットワーク監視できる
機能を搭載した法人用NASなど、高信頼
高性能を実現した製品を提供しています。

金融事業は、良好な市況を背景に投資運用業や金融商品仲介業などで
堅調に推移しています。

※１  iPhoneは、米国Apple Inc.の商標です。

USB
メモリー

デジタルミュージックライブラリーおもいでばこ

アパートWi-Fi

株式会社バッファローは、2017年5月よりハード
ディスク、SSDなどストレージ製品のデータ復旧
事業に参入しました。外付けハードディスク国内
No.1の販売シェア※2を持つバッファローが復旧
サービスを行うことで安心してお客様にご利用い
ただけることを目指します。サービス拠点「データ
復旧センター」では、製品の状態と復旧の可能性
をその場ですぐに無料診断します。対象製品と障
害レベルに応じたリーズナブルな一律固定料金※3

を設定、費用見積りの事前提示を行います。自然
故障のほか、誤って消去してしまったデータの復
旧にも対応します。

※2 全国の大手家電量販店の2016年（1月～12月）実売データ
集計において年間販売台数第1位（BCN調べ）

※3 重度レベルの障害は別途見積り（見積り無料）

確かな技術力と安心の料金設定

Topics

「データ復旧サービス」を
スタート!

サービスの特徴

大切なHDDを持込み受付対応

対応製品と障害レベルに応じた

診断とお見積りは

保証期間内における軽度の論理障害は

安心受付

固定料金制

無　料

無償対応

事業領域  Business Segment
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周辺機器

金　融

事業別連結売上高・セグメント利益

連結売上高推移（単位：百万円）

■ 金融　■ 周辺機器

中間期 通期 中間期 通期 中間期 通期

2014/3

47,234

101,185

2015/3

38,492 38,931

82,554

2016/3

80,040

■金融 － － 499 1,142 613 1,550 712 1,547

■周辺機器 47,234 101,185 37,992 81,412 38,318 78,489 35,109 73,010
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周辺機器事業では、国内個人向け市場において市場内のポジションは堅持したものの、販売価格の適正化を推進した
ことで、周辺機器全体で販売台数が前年同期に比べ２割以上減少しました。その一方で、ロスコスト削減などの効果に
より収益性は向上しました。また、法人向け市場においてパートナー様との関係強化に注力した結果、前年同期に比べ
売上が伸長しました。さらに「アパートWi-Fi」は累計導入数が約1,500棟（約2.4万戸）に迫り、「バッファロー正規デー
タ復旧サービス」においてはサービスを開始してから約半年で２千件を超える受注を獲得するなど多くの反響をいただ
きました。その結果、売上高345億81百万円（前年同期比1.5％減）、セグメント利益21億78百万円（同4.1％増）
となりました。
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金融事業では、良好な市況を背景に堅調に推移し、売上高７億67百万円（前年同期比7.7％増）、セグメント利益４億
37百万円（同4.9％増）となりました。
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連結財務諸表  Financial Statements

❶ 資産の部
総資産は628億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ43億
40百万円減少しました。流動資産は542億45百万円となり、44
億66百万円減少しました。これは主に、現金及び預金の減少28
億25百万円、受取手形及び売掛金の減少７億71百万円、商品及
び製品の減少９億10百万円、原材料及び貯蔵品の増加85百万円
によるものです。固定資産は85億95百万円となり、１億26百万
円増加しました。これは主に、無形固定資産の減少２億19百万円、
投資有価証券の増加３億39百万円によるものです。

❷ 負債の部
負債合計は185億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ53
億６百万円減少しました。流動負債は160億65百万円となり、
52億47百万円減少しました。これは主に、支払手形及び買掛金
の減少40億19百万円、未払法人税等の減少５億53百万円、未
払金の減少３億18百万円によるものです。固定負債は24億53
百万円となり、59百万円減少しました。

❸ 純資産の部
純資産合計は443億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ
９億65百万円増加しました。これは主に自己株式の取得15億46
百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益26億23百万円の
獲得、配当金の支払額４億65百万円、その他有価証券評価差額
金の増加２億21百万円、繰延ヘッジ損益の増加１億８百万円によ
るものです。

POINT連結貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 当中間期
2017年 9月30日現在

前　期
2017年 3月31日現在

【資産の部】
流動資産 54,245 58,712
固定資産 8,595 8,468

有形固定資産 881 871
無形固定資産 1,052 1,271
投資その他の資産 6,661 6,325

資産合計 62,840 67,181
【負債の部】

流動負債 16,065 21,312
固定負債 2,453 2,512
負債合計 18,518 23,824

【純資産の部】
株主資本

資本金 1,000 1,000
資本剰余金 902 902
利益剰余金 51,754 49,595
自己株式 △9,731 △8,184

株主資本合計 43,924 43,312
その他の包括利益累計額

その他の有価証券評価差額金 467 245
繰延ヘッジ損益 81 △26
為替換算調整勘定 △77 △92
退職給付に係る調整累計額 △74 △83
その他の包括利益累計額合計 397 43

純資産合計 44,322 43,356
負債・純資産合計 62,840 67,181

❶

❷

❸
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詳細情報は

melco-hd.jp/ir/top

メルコホールディングス  IR 検索

連結損益計算書 （単位：百万円）

科　目
当中間期

自 2017年 4月 1 日
至 2017年 9月30日

前中間期
自 2016年 4月 1 日
至 2016年 9月30日

売上高 35,348 35,822
売上原価 26,070 27,021
販売費及び一般管理費 6,659 6,230
営業利益 2,618 2,570
営業外収益 633 755
営業外費用 16 20
経常利益 3,234 3,306
特別利益 1 0
特別損失 4 9
税金等調整前四半期純利益 3,231 3,296
法人税、住民税及び事業税 499 902
法人税等調整額 108 △47
親会社株主に帰属する
四半期純利益 2,623 2,441

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

科　目
当中間期

自 2017年 4月 1 日
至 2017年 9月30日

前中間期
自 2016年 4月 1 日
至 2016年 9月30日

営業活動によるキャッシュ・
フロー △605 4,368

投資活動によるキャッシュ・
フロー △159 239

財務活動によるキャッシュ・
フロー △2,066 △3,474

現金及び現金同等物に 
係る換算差額 5 △92

現金及び現金同等物の 
増減額（△は減少） △2,825 1,041

現金及び現金同等物の 
期首残高 4,595 4,664

現金及び現金同等物の 
四半期末残高 1,769 5,706

総資産（単位：百万円）
自己資本比率（単位：％）

67,181

2017/3

64.5 62,840

2017/9

70.569,015 64,982

2015/3 2016/3

65.7 67.4
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会社情報  Company Information

● 株式会社バッファロー

商号 株式会社バッファロー
（英文社名）BUFFALO INC.

創業 1975年（昭和50年）5月1日

設立 1978年（昭和53年）8月5日

資本金 3億20百万円

事業内容 デジタル家電及びコンピュータ周辺機器の開発、製造、販売及び関連サービスの提供

従業員数 508名

役員
代表取締役社長 井上　武彦
取締役副社長 松尾　民男
常務取締役 渡邊　泰治
取締役 吉﨑　良助
取締役 田中　辰吾
取締役 和田　学
取締役 石丸　正弥
取締役 横井　一紀
監査役 大嶋　健康
監査役 竹藤　晴之

事業所 本社 〒460-8315 名古屋市中区大須三丁目30番20号　赤門通ビル TEL.052-249-6610 FAX.052-249-6609
東京支店 〒104-0033 東京都中央区新川一丁目21番2号　茅場町タワー TEL.03-3523-3333 FAX.03-3523-3300
北海道営業所 〒060-0052 札幌市中央区南二条東1丁目1番地14　住友生命札幌中央ビル TEL.011-200-8150 FAX.011-200-8151
東北営業所 〒983-0852 仙台市宮城野区榴岡五丁目1番35号　三共仙台東ビル TEL.022-291-0311 FAX.022-298-9470
関東営業所 〒104-0033 東京都中央区新川一丁目21番2号　茅場町タワー TEL.03-3523-3342 FAX.03-3523-3320
中部営業所 〒460-8315 名古屋市中区大須三丁目30番20号　赤門通ビル TEL.052-249-6600 FAX.052-249-6601
関西営業所 〒532-0003 大阪市淀川区宮原四丁目1番14号　住友生命新大阪北ビル TEL.050-5533-1250 FAX.06-6398-5755
中四国営業所 〒730-0015 広島市中区橋本町10番10号　広島インテス TEL.050-5830-8888 FAX.082-221-8612
九州営業所 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前四丁目9番2号　YAOJIセンタービル TEL.092-477-3711 FAX.092-477-3755

● 株式会社メルコホールディングス

商号 株式会社メルコホールディングス
（英文社名）MELCO HOLDINGS INC.

設立 1986年（昭和61年）7月1日

資本金 10億円

事業内容 メルコグループの純粋持株会社
傘下事業会社の株式を所有し、事業活動支援、経営指導を通じて統括管理を行う

従業員数 24名、メルコグループ連結840名

グループ企業 会社数20社（国内12社、海外8社）

役員　（2017年10月26日現在）

取締役会長 牧　　　誠
代表取締役社長 牧　　寛之
取締役副社長 松尾　民男
専務取締役 斉木　邦明
取締役 津坂　　巌
取締役 箕浦　啓進
常勤監査役 續木　政直
監査役 小栗　章雄
監査役 植田　和男

国内

2017年9月30日現在
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株主名  持株数（千株） 持株比率（％）

株式会社マキス 8,485 46.8

牧 誠 626 3.5

牧 寛之 617 3.4

牧 大介 617 3.4

株式会社名古屋銀行 501 2.8

公益財団法人メルコ学術振興財団 500 2.8

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 311 1.7

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 266 1.5

GOVERNMENT OF NORWAY 225 1.2

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 208 1.2

（注）1. 持株数は、千株未満の端数を切り捨てて表示しております。 
2. 持株比率は、自己株式を控除して計算し、小数点第２位以下を四捨五入して表示しております。

● 大株主 （上位10名）

● 株式の状況
発行済株式数 22,237,873株（自己株式4,110,153株含む）

株主数 5,084名

● シー・エフ・デー販売株式会社

パソコンパーツ及び周辺機器の開発・製造・販売

● 株式会社バッファロー・IT・ソリューションズ

ネットワークインフラの構築・保守などのサービスを提供

● 株式会社バッファローメモリ

産業用組込みメモリ・ストレージ製品の開発・製造・販売

● 株式会社バイオス

ストレージ関連製品の開発・製造・販売

● 株式会社バッファローダイレクト

インターネット通販

● メルコシンクレッツ株式会社

音響機器及び関連製品の開発・販売

● アドバンスデザイン株式会社

データ復旧/消去/変換サービス及びデータ消去製品の製造・販売

● メルコフィナンシャルホールディングス株式会社
グループにおける金融事業の統括管理

● メルコインベストメンツ株式会社
投資運用業・金融商品仲介業

● 〈米国〉BUFFALO AMERICAS, INC.

ネットワーク関連機器及びパソコン周辺機器の販売

● 〈欧州〉BUFFALO EU B.V.

ネットワーク関連機器及びパソコン周辺機器の販売

● 〈台湾〉巴比禄股份有限公司

製品の調達・管理

● 〈シンガポール〉Melco Capital Pte. Ltd.

投資運用業

海外

（注）1. 持株数は、千株未満の端数を切り捨てて表示しております。 
2. 構成比率は、小数点第２位以下を四捨五入して表示しております。

金融機関
2,023千株 （9.1％）

金融商品取引業者
148千株 （0.7％）

その他国内法人
9,164千株 （41.2％）

自己名義株式
4,110千株 （18.5％）

個人・その他
3,937千株 （17.7％）

外国法人等
2,853千株 （12.8％）

発行済株式数
22,237 千株

● 所有者別分布状況

株式情報  Stock Information　2017年9月30日現在
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

● ウェブサイトのご案内

決 算 期 日
定時株主総会
株主確定基準日

上場証券取引所
証 券 コ ー ド 
1単元の株式数 
公 告 の 方 法
株主名簿管理人
同 連 絡 先
　
　
　
　
幹事証券会社 

3月31日
6月
議決権行使株主  3月31日
期末配当金受領株主  3月31日
中間配当金受領株主  9月30日
東証・名証一部
6676
100株
電子公告　http://melco-hd.jp/koukoku/
三井住友信託銀行株式会社
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
◎電話照会先
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）
土・日・祝日を除く9：00～17：00

(主)大和証券
(副)野村證券、みずほ証券、SMBC日興証券

株主メモ

最新ニュースや会社情報、投資家様向け情報などを提供して
おります。

株式会社メルコホールディングス

メルコグループの中核企業のサイトで製品情報を中心に提供
しております。

株式会社バッファロー

本　　社 〒460-8315 名古屋市中区大須三丁目30番20号 赤門通ビル
TEL.052-251-6891（代）　 FAX.052-249-6609

（証券コード6676）

本　　社 〒460-8315 名古屋市中区大須三丁目30番20号 赤門通ビル
TEL.052-249-6610（代）　 FAX.052-249-6609

東京支店 〒104-0033 東京都中央区新川一丁目21番2号 茅場町タワー
TEL.03-3523-3333（代）　 FAX.03-3523-3300

melco-hd.jpパソコン

buffalo.jpパソコン

m.buffalo.jpスマートフォン
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